
１．法人運営事業

事　業　名 実施時期

理事会、評議員会、監事会、 6/2・6/24・3/10

評議員選任・解任委員会の 6/23・3/23

運営 5/19

6/2

自主財源増強の推進 7月～11月

種類 会費額 実績額 予算比 前年比

個人会員 500円 14,346,844 95.6% 98.7%

法人会員 3,000円 1,365,000 83.3% 109.2%

10月～3月

実績額 県目標比 前年比

赤い羽根共同募金 10,791,508円 103.8% 98.9%

8,407,018円 106.8% 87.4%

通年

ホームページの更新 通年

し、地域福祉の推進を図るため、定期的にホームページの更

新を行った。また、特に周知したいイベントなどはトピック

ス欄（トップページの伝言版）を活用した。

２．地域福祉推進事業

事　業　名 実施時期

地域福祉活動計画の推進
 ・地域福祉活動計画推進委員会を開催し、第３次地域福祉活動 5/27

計画の取組状況を報告し、市民の視点から事務事業の進行や事

業内容に対する意見をいただいた。

支部社会福祉協議会への ・支部長会議を開催し、支部社協事業の情報交換及び進捗状況

支援 報告を行った。

第1回・新型コロナウイルス禍における地域福祉事業について 7/26

第2回・令和4年度地域福祉推進事業(支部社協関連事業)について 3/17

　　　・各種助成金について

　　　・情報交換

・各支部社協が主催する地区懇談会・支部福祉委員会・福祉研 通年

修会等に対する開催支援を行った。

鴻巣支部 未実施

箕田支部 未実施

赤見台支部 見守り研修会 自治会単位で開催

田間宮支部 未実施

馬室支部 地区懇談会 7/11

地区懇談会 3/5、3/6

令和３年度　事業報告書

内　　　　　容

・理事会の開催（3回）

・監事会の開催　（1回）

・自動販売機の運営による収益事業を推進した。

・社会福祉協議会会員を募集し、自主財源の増強に努めた。

・評議員選任・解任委員会の開催（1回）

・社協活動を中心に社会福祉に関する情報を広く住民に周知

地域歳末たすけあい募金

内　　　　　容

種　　類

≪市内28ﾛｹｰｼｮﾝ37台設置　総額4,301,066円≫

・評議員会の開催（2回）

・共同募金運動を推進し、自主財源の増強に努めた。

≪アドレス　https://www．Konosu-syakyo.or.jp≫
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事　業　名 実施時期

松原支部 未実施

笠原支部 自治会長研修会 5/23

地区懇談会 5/23

常光支部 地区懇談会 6/27

吹上第1ブロック支部 福祉委員会

吹上第2ブロック支部 福祉委員会

吹上第3ブロック支部 福祉委員会

吹上第4ブロック支部 福祉委員会

吹上第5ブロック支部 福祉委員会

屈巣支部 見守り啓発

広田支部 未実施

共和支部 地区懇談会 11/13

福祉委員会 3/12

地域コーディネーター
 ・代表福祉委員会 中止

による住民福祉活動の推進 ・地域福祉研修会 （2/14）送付

「地域で支える認知症」冊子送付

鴻巣支部 　　2名

箕田支部 　　4名

赤見台支部 　　5名

田間宮支部 　　9名

馬室支部 　　3名

松原支部 　　4名

笠原支部 　　5名

常光支部 　　3名

吹上第1ブロック支部 　　6名

吹上第2ブロック支部 　　9名

吹上第3ブロック支部 　　6名

吹上第4ブロック支部 　　5名

吹上第5ブロック支部 　　5名

屈巣支部 　　3名

広田支部 　　1名

共和支部 　　1名

　 71名

小地域福祉活動育成助成金 ・支部社協に「小地域福祉活動育成助成金」を交付し、小地域 9・12・2・3月

における福祉活動の推進を支援した。

（200円×会員口数+支部加算50,000円）

≪16支部社協　総額6,536,800円≫

地域福祉活動参加促進事業
・地域福祉の担い手育成事業や協働のしくみづくり事業、安心 5月

助成金 カード等福祉のまちづくりの推進を目的に支部社協が行う取り

組みに対して助成を行った。

≪2支部社協（赤見台･馬室支部　総額80,000円≫

支部社協活動経費の助成 ・支部社協に対し「支部社協活動経費助成金」を交付し、その 7月

活動を支援した。（1支部30,000円）

≪16支部社協　総額480,000円≫

≪地域コーディネーター設置状況≫

町内会単位分散開催

町内会単位分散開催

町内会単位分散開催

町内会単位分散開催

            計

1/14（文書送付）
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内　　　　　容

町内会単位分散開催



事　業　名 実施時期

福祉団体助成 ・福祉活動団体に補助金を交付しその運営と活動を支援した。 7月

≪4団体　総額438,000円≫

・福祉活動団体が実施する事業に対して補助金を交付し、その 7月

活動を支援した。

≪3事業　総額360,000円≫

食事サービス事業 ・食事サービス事業（鴻巣地域） 通年

（鴻巣地域） 70歳以上の一人暮らし高齢者のうち本事業を希望する方を対象

に各支部社協において食事サービスを実施した。

≪利用者　延6,638名≫

配食サービス事業 ・配食サービス（吹上地域） 通年

（吹上地域） 70歳以上の一人暮らし高齢者のうち本事業を希望する方を対象 7.8.9月除く

に民生委員・児童委員の協力を得て高齢者の見守りを含む配食

サービスを年６回実施した。 緊急事態宣言期間

《利用者　延123名》 ※10～12月中止

給食配達サービス事業 ・給食配達サービス事業（川里地域） 通年

（川里地域） 70歳以上の一人暮らしの高齢者のうち本事業を希望する方を対 ※10～12月中止

象に給食配達ボランティアの協力により給食配達サービスを年

17回実施した。

≪利用者　延258名≫

いきがい作品展 ・高齢者や障がい者の方たちのいきがいづくりと健康増進を目 11/29～12/10

的に開催。ボランティア見本市と同時開催するが、展示方式と （土日除く）

することで、感染対策を講じた。なお、世代間交流とこうのす

若手商業者同好会の催しは中止。

功労者表彰 ・高額寄付者(個人・団体)や社会福祉功績者へ対し感謝の意と 3月

して感謝状の贈呈を行った。

（高額寄付者13名　社会福祉功績者8名）

子育てサロンの開設 ・子育て中の方々が気軽に集える場として子育てサロンを開設 毎月第1木曜日

した。体操やリズム教室を行うとともに、保護者同士が日頃の （9月中止）

悩みや情報交換の場としてリフレッシュを図った。

≪参加者　延15組　37名≫

おもちゃ図書館の運営
 ・障がい児や発達に心配のある子どもがおもちゃを通して心身 通年

の発達や社会性の向上を図るとともに保護者等に交流の場を提

供することを目的に開設した。

≪祝祭日を除き常設利用者　　延66件　257名≫

≪夏のイベント（中止）・冬のイベント　　延5組　12名≫

世代間交流
 ・子どもたちと工作や昔懐かしい遊びを通して世代間交流を目 中止

「昔あそび交流会」 的として、「いきがい作品展・ボランティア見本市・ミニ商店

街・昔あそびと同時開催予定であったが、新型コロナウイルス

感染拡大防止のため中止。

手話奉仕員養成講習会 ・手話を学びながら聴覚障がいに対する理解を深め、地域で聴 4/13～9/7

（入門） 覚障がい者の社会生活を支援する方の養成を目的に手話奉仕員

養成課程（入門課程21回）を開催した。

≪参加者　15名≫
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内　　　　　容



事　業　名 実施時期

車椅子貸出事業 ・福祉サービスを必要とする方の自立と介護者の負担軽減のた 通年

車いすの貸出を行った。

≪利用件数　鴻巣105件　吹上14件≫

友愛電話 ・一人暮らし高齢者の方にボランティアによる電話での友愛訪 毎週火・木

問を行うことで孤独感の解消を図った。

≪利用者：26名　ボランティア：18名≫

《実施日数：99日　火：49日　木：50日》

《延回数：1,299回　火：791回　木：508回》

災害ボランティアセンター
・災害ボランティアセンターの設置・運営に向けて災害対応マ 通年

ニュアルの見直しを行い、備品整備を推進した。

被災地応援事業 ・災害が発生した際に、被害状況を確認し、支援を必要とする 未実施

地域に対して迅速な対応等を行う。

３．共同募金配分金事業

　①高齢者・障がい者・児童福祉事業

事　業　名 実施時期

ふれあい運動会 ・障がい者や高齢者の社会参加を促進するとともに地域に根ざ 中止

したボランティア活動の発展を図ることを目的とした運動会を

開催予定であったが、新型コロナウイルス感染防止のため中止。

見守り活動の推進及び
 ・生活福祉課題の早期発見を目的に福祉見守り員・福祉委員 通年

研修会の開催 ・福祉推進員を設置し、民生委員・児童委員と連携した地域の

見守り活動を推進した。

支部社協 自治会・町内会 設置人数

鴻巣支部 28 198

箕田支部 23 64

赤見台支部 10 40

田間宮支部 26 87

馬室支部 18 50

松原支部 14 44

笠原支部 19 19

常光支部 19 27

吹上第1ブロック支部 6 48

吹上第2ブロック支部 9 75

吹上第3ブロック支部 6 55

吹上第4ブロック支部 5 71

吹上第5ブロック支部 5 27

屈巣支部 10 17

広田支部 13 17

共和支部 5 7

合計 216 846

○新任福祉見守り員・新任福祉推進員研修会 （6月）資料送付

「福祉見守り員・福祉推進員の役割と活動の仕方」

○新任福祉委員研修会

○地域福祉研修会・福祉委員研修会 （2/14）冊子送付

「地域で支える認知症」冊子送付

4

内　　　　　容

内　　　　　容

≪福祉見守り員等の設置状況≫

≪研修会の開催≫



事　業　名 実施時期

サロン活動の推進と支援 ・「高齢者サロン活動・会食活動助成金」により既存のサロン 通年

の継続開催を支援し、また、新規サロンに対して立上げの支援

を行った。

≪助成金交付≫　　　　49サロン・会食会 940,700円

ボランティア活動推進事業
・「ボランティア団体活動助成金」を交付し、ボランティア活 通年

動を支援した。（上限40,000円）

≪33団体　総額956,960円≫ 

福祉教育推進事業 ・小学校、中学校、高校を福祉協力校として指定し助成金を交 通年

付するとともに福祉教育・ボランティア体験学習を支援した。

（上限1校20,000円）

≪小学校19校・中学校8校　総額540,000円≫

・総合的な学習の時間等への協力として講師の紹介やカリキュ

ラム作成を行った。

≪小学校9校　専門学校1校≫

　②福祉啓発事業

事　業　名 実施時期

社協だよりの発行 ・社協事業を中心に地域福祉に関する情報紙を年6回発行し、自

治会・町内会の協力により配布した。　

ふれあい広場 ・新型コロナウイルス感染防止から中止。代替として、個別包装

マスクを鴻巣ライオンズクラブ・鴻巣ロータリークラブ・鴻巣

薬剤師会の協力を得て配布した。

≪参加団体　19団体≫

③地域歳末たすけあい配分事業

事　業　名 実施時期

地域歳末たすけあい事業
 ・「みんなでささえあうあったかい地域づくり」をスローガン 12～3月 

援護金 に、援助や支援が必要な方々に援護金を配分した。

≪配分　133世帯270名 総額4,570,000円≫

　非課税128世帯、生活困窮3世帯、避難世帯2世帯

４．資金貸付事業・援護事業

事　業　名 実施時期

福祉資金の貸付 ・緊急に資金が必要となった低所得世帯に対し資金の貸付を行 通年

い、生活の安定と自立の支援を行った。

≪貸付件20件・451,000円≫
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内　　　　　容

5・7・9・11・1・3
月

内　　　　　容

内　　　　　容

内　　　　　容



事　業　名 実施時期

生活福祉資金の貸付
 ・低所得者、障がい者世帯等に必要な資金を貸し付けるととも 通年

（県社協事業） に、借受者に対し援助指導等を行った。

・新型コロナウィルス感染症の影響で減収者・失業者がいる世

帯に対して特例貸付を行った。

≪貸付件数≫

生活福祉資金 0件 0円

265件 51,600,000円

313件 224,950,000円

90件 47,850,000円

462件 239,800,000円

法外援護事業 通年

５．在宅福祉援助サービス事業

事　業　名 実施時期

地域支え合い事業
 ・元気な高齢者にも事業の担い手となっていただき、高齢者や 通年

「思いやりの輪」 障がい者のちょっとした困りごとの手助けをする事業として、

鴻巣市地域支え合い事業「思いやりの輪」を実施した。

利用時間 1,309時間

利用件数 832件

商品券 0枚

買い物代行 79時間

外出の支援 22時間

部屋の掃除 656時間

ゴミ捨て 0時間

庭の手入れ 0時間

話し相手 158.5時間

その他 393.5時間

合　　計 1,309時間

福祉有償運送事業 ・公共の交通機関を利用することが困難な方（車いすを利用し 通年

ている方・下肢等に障がいのある歩行困難な方）に対して、地

域住民の参加と協力により移送サービスを有償で提供し、自立

した生活が送れるよう支援した。

鴻巣 吹上

協力会員（登録者） 2名 4名

利用会員（登録者） 0名 8名

利用時間 0時間 延24.5時間
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内　　　　　容

≪活動実績≫

総合支援資金再貸付

緊急小口資金

≪活動実績≫

総合支援資金

区　分

内　　　　　容

協力会員　54名

利用会員　76名

緊急小口資金等

総合支援資金延長貸付

　≪1件　300円　3件≫

特例貸付

・行路人に対し旅費を支給した。



６．ボランティア活動普及事業

事　業　名 実施時期

ボランティア広報活動
 ・ボランティアセンターだよりの発行 年4回

≪4回　延5,200部≫

ボランティア推進会議
 ・ボランティアセンター運営委員会の開催 7/2（3/1）資料送付

・ボランティアグループ代表者会議の開催 （3/2）資料送付

ボランティア講座 ・夏のボランティア体験プログラム 　1ﾒﾆｭｰ 3回開催  35名 7/29 8/17 8/26

・おとな大学ボランティア学科フォローアップ講座⇒全2回講座 2/2 2/3

ボランティア活動支援
 ・ボランティア活動保険≪1,232名≫ 通年

・ボランティア行事用保険≪40件≫ 通年

・ボランティア相談≪168件≫ 通年

・ボランティア見本市の開催 11/29～12/10土日除く

・ボランティア資機材の貸出による活動支援 通年

　≪アイマスク・点字練習器・高齢者疑似体験セット等≫

・行政や福祉施設等の関係機関との連絡調整及びボランティア 通年

　グループの活動支援

７．受託事業

　①指定管理者制度

事　業　名 実施時期

鴻巣市総合福祉センター
 ・地域福祉活動の拠点となる両センターの理運営を行った。 通年

吹上福祉活動センター ①総合福祉センター　　　≪342日開館　延11,062名≫

管理運営事業 ②吹上福祉活動センター　≪342日開館　延1,738名≫

※8/2～9/30は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため利用時間を

制限（17時まで）とし、新規利用受付を停止した。

高齢者福祉センター
 ・高齢者の健康といきがいづくりを推進するため、下記3施設 通年

管理運営事業 を管理運営した。

開所日数 延べ利用者数

白雲荘 241 6,946

コスモスの家 241 7,439

ひまわり荘 220 5,080

※設備故障のため12/7～14及び1/5～23はひまわり荘のみ臨時休館。

放課後児童クラブ等
 ・就労等により保護者が日中不在になる就学児に対し、授業の 通年

管理運営事業 終了後に適切な遊び、生活の場を与え、その健全な育成を図る

ことを目的に、下記3施設を管理運営した。

通年利用者数 開所日数 延べ利用者数

広田放課後児童クラブ 64 267 10,391

共和放課後児童クラブ 25 242 3,014

共和こども交流の家 ― 306 230
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内　　　　　容

内　　　　　容

※新型コロナウィルス感染拡大防止のため、8/3～9/30は全館臨時休館。

施設名

施設名



　②受託事業

事　業　名 実施時期

手話通訳派遣事業 ・聴覚障がいのある方が地域社会の中でコミュニケーションを 通年

円滑に行うため手話通訳者の派遣等を行った。

≪派遣：716件　派遣事務所内：792件　総合ｾﾝﾀｰ：34件≫

・手話通訳派遣事業運営協議会開催(3回開催、内1回資料送付） 6/29、11/2

2月（資料送付）

・手話通訳者会議の開催（2回） 5/20、2/3

・登録手話通訳者研修会（2回） 12/13、2/3

・外部研修への参加

・通信（派遣事務所だより）の発行（6回）

重度心身障害者
 ・身障手帳1・2級、療育手帳 A ・A、及び精神保健福祉手帳1・ 通年

自動車燃料費助成事業 2級の方に自動車燃料費の一部を助成した。

≪利用者　1,732名≫

障害者用
 ・スロープ付自動車の貸出を行い、移動手段として車いすを利 通年

送迎自動車貸出事業 用している方の外出を支援した。≪利用件数　144件≫

視覚障害者
 ・身障手帳1・2・3級の視覚障がい者の方にガイドヘルパーを派 通年 

ガイドヘルパー派遣事業 遣した。

≪派遣261件　延745時間≫

介護保険要介護認定
 ・要介護認定更新のための訪問調査を行った。 通年

訪問調査事業 ≪調査件数103件≫

介護予防支援事業 ・地域包括支援センターからの委託を受け介護予防プランの作 通年

成を行った。

≪延134名利用≫

生活困窮者自立相談

 （生活困窮者自立相談支援事業） 通年

支援事業 ・生活困窮者等に対し、就労その他の自立に関する相談支援、

業利用のための支援プラン作成等を行った。

プラン作成件数　11件≫

・定例会議の開催12回

（家計改善支援事業）

・生活困窮者等に対し、家計を見直すための相談支援を行い、

支援プラン作成等を行った。

≪新規受付件数：3件（内、生活保護世帯0件）プラン作成件数：2件≫

福祉サービス利用援助事業
・高齢者、知的障がい者、精神障がい者等で判断能力が不十分 通年

あんしんサポートねっと な方との契約に基づき、自立した生活が送れるよう、生活支援

員等の定期的な訪問による見守り活動を基本として「福祉サー

ビスの利用援助」や「日常的金銭管理」等の支援を行った。

認知症高齢者 23名

知的障がい者 3名

精神障がい者 10名

その他 1名

生活支援体制整備事業 ・生活支援・介護予防サービスの提供体制を構築するため、生 通年

活支援コーディネーターを継続し配置した。《1名》

・鴻巣市全体に支え合いの仕組みやサービスを創出していくた

め、多様な関係機関が集まり定期的な情報共有及び連携・協働

を図ることを目的とした「鴻巣市支え合い推進会議」（第１層

協議体）を開催した。

≪新規受付件数：356件（内、生活保護世帯16件）
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≪利用者≫

内　　　　　容



事　業　名 実施時期

・より身近な地域での話し合いの場として「支え合い協議体」

（第２層協議体）を支部社協の圏域を活用して８圏域に設定

し支え合い推進員を配置した。《4名》

①鴻巣市支え合い推進会議：第１層協議体 7/27　3/24

②合同研修会 中止

③支え合い推進会議：第２層協議体

　・鴻巣圏域   11/24、3月文書開催

　・箕田・赤見台圏域 11/15、3月文書開催

　・田間宮圏域  11/29、3月文書開催

　・馬室・松原圏域  11/2、 3月文書開催

　・笠原・常光圏域 10/20、3月文書開催

　・屈巣・広田・共和圏域 11/4、 3月文書開催

　・吹上第1・第3・第4圏域 11/8、 3月文書開催

　・吹上第2・第5圏域   11/1、 3月文書開催

シニアボランティア ・対象となる高齢者、受入施設等への事業周知、登録者の活動 通年

ポイント事業 支援を行なった。

・受入施設9施設（活動実績4施設）、市指定5事業

・事業説明会4回　

　延登録者107名（新規登録者16名）活動ポント991ポイント

８．公益事業

事　業　名 実施時期

成年後見サポート事業 ・認知症､知的障がい､精神障がい等により判断能力が不十分な 通年

方を保護し支援することを目的に成年後見サポート事業を実施

した。

・市民後見人講座フォローアップ研修 2月

通年

９．介護保険事業（介護サービス・介護予防サービス）
事　業　名 実施時期

居宅介護支援事業 ・要介護の認定を受けた方からの依頼を受け、介護支援専門 通年

員（ケアマネージャー）がケアプランの作成を行った。

≪延1,112名利用≫

１０．障害者総合支援法によるサービス

事　業　名 実施時期

障害者支援施設
 ・働く場を確保することが困難な心身障がい者に作業訓練や生 通年

管理運営事業 活指導を行い、社会的自立の助長を図るため、下記4施設を指

定管理者として管理運営した。

通所者数 開所日数 延べ利用者数

あしたば第一作業所 13 241 2,807

あしたば第二作業所 12 241 2,432

吹上太陽の家 14 241 2,564

川里ポプラ館 8 241 1,209
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施設名

・法人後見事業の推進（後見類型１件、保佐類型1件、補助類型1件受任）

内　　　　　容

内　　　　　容

内　　　　　容

内　　　　　容


